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1. 昭和 53年度業務報告にあたって

昭和 51年度をピークとして，生産の低下をきたした当産地の本場大島紬は.昭和53年度

も対前年比86.4%という低迷伏態のまま推移いたしました。

特lζ大衆市場品である緯緋色大島紬の需要の減退が著しく，年度前半は産地の将来につし〉て

大きな不安もありました。しかし年度の後半1<:至り，高級品から徐々に持ち直じて全体的i<:産

，地の荷動きも活発となり，明るいきざしが見えて来たようでありますが，乙の現象が短期的な

ものかどうか，なお不明であり，楽観は許されない現状であります。

‘ー

• 

当所は， 1:.のような産地の現状，社会情勢等をふまえて，伝統工芸的産業という枠の中で，ぺ

本場大島紬産業の振興発艇を凶るため，次の業務を実施いたしました。

こ1:.1<:昭和53年度中lζ打った研究業務，技術指噂業務，後継者養成業務等をまとめて報告

します。

昭和54年7月

鹿児島県大島染織指導所

所長染川弘光
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2.治革

年月 沿 革

昭和 2年 4月|昭和2年3月 31日11:鹿児島県工業試験場大島分場が設寵され. 4月1日

庶務，機織，原料糸，染色の4部で発足する。

昭和 円 11月|鹿児島県告示弟40 7号に抑制島県大鳥染織指導所として叫庶務，
原料，図案，染織の4部が設置され事務所は名瀬市久里町5番 37号(現l

在地}となる。

昭和 7年 4月l大島幸雌継者確保のため伝習生として図案，染，織部門の伝習生養成を関
始する。

昭和 18年 4月l伝習生養成事業を停止する。

昭和 20年 4月|昭和20年4月 20日11:戦災をうり庁舎が金焼したため試験研究業務は停

止する。

昭和21年 2月|昭和 21年2月2日11:内務省告示第 22号により奄美群島は日本本土から

分離さ机臨時北部南西諸品と呼ばれる。

昭和21年 4月|昭和 21年4月から昭和 25年5月まで臨時北部南西諸島政庁経済部商工

課で大島紬の技術指導をする。

昭和 25年 8月l大島染織指導所の再発足。
昭和 26年 4月II日敷地内に庁舎(木造)を再建し庶紘図民綴織，原料，染色の 5謀を

配置し業務を開始p

昭和 27年 4月|伝習生(1年コース).研究生 (6ヶ月コースJの養成を再開する。

昭和 27年 4月|琉球政府が創立され大島染織指導所は琉球政府経済局の所管となる。

昭和 27年 7月|化学係を新設する。

昭和 28年 12月|奄美諜烏は 12月25日に祖国復局し再び鹿児島県大島染織指導所となる

昭和 29年 4月|鹿児島県大島染織指導所伝習生規則が廃止され伝習生養成は鹿児島県工業

試験場研修生等規則が適用されるととになった。

昭和29年 7月|昭和 29年7月12日〈条例第 51引に大島染織指導所手数料条例が制

定される。

昭和 30年 11月i庁舎用地として33 5 nIを収得しボイラ一室を新築する。
昭和 31年 3月|加工室，椴織室，会議室を新築(木造)する。

昭和 34年 3月|恒温恒湿室を新築(鉄筋コンクリート)する。

昭和 34年 3月|昭和 30年度から昭和 33年度の閣で奄美群島復興事業により各試験機器

を整備する。

昭和 38年 4月|本館事務室，実験室，機織急染色棟新築(鉄筋コンクリート)

昭和42年 2月|中小企業技術指導補助金により機器を整備する。

昭和 48年 3月|染色排水処理施設を設置する。

昭和 49年 11月l技術指導施設費補助金により機器を整備する。
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5. 昭和53年度歳入歳出調べ

(1) 歳入調べ (単位:円J

自
科 目 予 算 鋭 謝 定 額 収入済額 収入未済額

使用料及び手数料 6 99，0 00 462，075 4 6 2，0 7 .5 。
a‘ 伎 用 料 。 5 05 505 。

商工使用料 。 505 5 0 5 。
」ノ 商業使用料 。 5 05 505 。

手 数 料 699，000 4 6 1，5 7 0 46 1，5 7 0 。
商工手数料 699，000 46 1，5 7 0 461，570 。
エ鉱業手数料 699，000 46 1，57 0 461，570 。

財 産 収 入 940，000 940，500 94 0，5 0 0 。
財産売払収入 9 4 0，0 0 0 9 4 0，5 0 0 94 0，5 0 0 。
物品売払収入 。 5，500 5，500 。
物品売払収入 。 5，500 5，500 。
生産物売払収入 940，000 935，000 9.3 5，0 0 0 。
生産物売払収入 940，000 935，000 93 5，00 0 。

諸 収 入 。 3，37 7 3，37 7 。
に./，_/ 県預金利子 。 7 7 。

県預金利子 。 7 7 。
県預金利子 。 7 7 。

、J 雑 入 。 3，370 3，37 0 。
雑 入 。 3，37 0 3，3 7 0 。

• 雑 入 。 3，3 7 0 3，37 0 。
A ロ 計 1，639，000 1，405，952 1，40 5，952 。
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(21 歳出調べ

7，一般会計

科 目

総 務 主主

総 務 管 理 紫

財 産 管 理 資

需 用 E呈

その他需用費

商 工 資

商 ~ 毛 資

商 署長 総 務 E量

給 料

戦員手当等

特地勤務手当

超過勤務手当

期末手当

}勤勉手当

共 古寺 資

エ 世よ 3長 費

中小企議振興投

報 酬:

~F常勤織員報酬

共 済 貨

報 償 費

旅 費

普通旅費

需 用 費

食 糧 質

その他需用賀

役 務 費

使用料及び賃貸料

公 課 費

工業試験場 資

報 償 費

旅 費

普通旅費

(単位:円j

令 逮 額 支出済額 銭 額

1，1 4 0，0 0 0 ¥， 140，000 。
¥， 140，000 1，140，000 。 ~ 

1，1 4 0，0 0'0 1， 1 4 0，0 0 0 。
1， 1 4 0，0 0 0 1.140，000 。

。
1，1 4 0，0 0 0 ¥，140，000 。
1 6，8 5 0，8 8 4 16，850，884 υ 

692，488 692，488 。 u 
692，488 692，488 。
455，261 455，261 。
180，379 180，379 。
54，631 54，631 。
2 7，9 3 0 27，930 。
8 7，9 5 4 8 7，9 5 4 。
9，86 4 9，86 4 。
5 6，8 4 8 5 6，8 4 8 。

16，158，396 16，158，396 。
" 3，4 4 6，3 3 1 3，446，331 。
1，612， 100 1，612，100 。
1，612，10̂0 ¥，612，l00 。
155，251 155，251 。
249，100 2 4，9， 1 0 0 。
，76，000 776，000 。 )、J
776，000 776，000 。
533，000 533，000 。
5，0 00 5，000 。
528，000 528，000 。
92，000 92，000 

、;;，。
20，080 20，080 。
8，80 0 8，800 。

12，71，2，065 12，712，065 。
395，400 395，400 。
2，032，000 2，032，000 。
2，032，000 2，032，000 。
-6-
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科 自 令 達 額 支出済額 銭

需 用 質 3，053，000 3，053，000 

食 糧 費 143，000 143，000 

その他需用賀 2，910，000 2，910，000 

役 務 費 716，000 716，000 

委 託 料 43，924 43，924 

使用料及び賃貸料 65，000 65，000 

原 材 料 質 162，741 162，741 

備品防入賞 6，2 3 1，0 0 0 6，231，000 

負担金補助及び交付金 1 3，000 1 3，0 0 0 
一一一_L

イ，特別会計 (04中小企業近代化資金貸付事業) (単位:I司J

科 目 令 逮 額 支出済額 筏

01中小企業近代化資金貸付事業技 100，000 100，000 

01中小企業近代化資金貸付事業資 100，000 100，000 

o 1中小企業近代化資金貸付事業費 100，000 100，000 

1 1 需 用 主主 100，000 100，000 

( 0 2 )その他需用資 100，000 100，000 

一τ一

額

。
。
。
。
。
。
。
。
。

客員

。
。
。



6. 試験研究の経過

(1) 古典説模様の調査研究とその応用

長田宮三・重村敏則

1 目的

明治1から昭和初期の大島紬の資料収集を行い，.伝統的古典文様の復元と，その応用による

大島紬縦模様の研究改善をはかる。

2 試験方法

111 大島本島.及び徳之島地区11:現存する古典柄の収集および写真織影。

121 上記11:係る柄名，加工法などの調査記録

3. 収集内容

大正時代に製造されたと恩われる柄の写真79枚を収集した。

4. 結果

111 収集した宙典緋の写真79枚のうち代表的なものについて 6枚を図案復元して業界の指

導11:供した。

121 製品の内訳大柄5枚，小中柄23枚，小柄51枚

(2) カラ一方眼紙の改善

重村敏則

1 目的

カラー方眼紙を伎用する己とにより，製品のイメージをより正確には強するとともに緋調

qル

e也

己〉

製の簡略化を断。 C':J
2. 試験、方法

1 5.5 t事1'さト越式1モトカタス越式の方股紙を地詰まり用，池宮き用の2程について試

作した。

3 考察

111 透視台を使用して柄の切り換え転写が容易にできる。

121 調製されたポスターカラーがはげにくい。

131 飛び模様などの緋調製が容易である。

(41 緋締め摺り送み加工の作業が黒方眼紙のままできる。

-8-
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裾模様大島紬の緋図案の研究(3) 

員Ij敏村三・重宮田長

的目1 

裾模様緋図案の研究により大島紬餅図案の高級化を図る。

方法

裁断す法，仕立て上りす法を考慮し実物大の柄図案を作製し柄の配置を決定した。

結果

図案を描く場合任と前身頃協経い，柄の重なりを十分に注意する必要がある。

2 

3. 

G 

L; 

-・

耕図案の考案調製

別図表4 

(4) 

則敏村意

醐

γ 計1 5.5算1 3算
度別

|柄益三L

1 0 

3 

0 

9 

2 

1 

1 

柄

柄

大

中

1 

。
。

。
1 

柄

柄

中

1 4 

緋図案の現況と!I)}}向

柄について大柄から中柄への穆行が見られる。

地空柄特に回し締め， 'ふかし締め摺図案についての要望が多くなってきた。

緋使いは長，;:)f，サベ緋等を使い高級化への傾向が見られる。

泥染め泥藍染めが主流で色使いが少くなった。

1 1 3 計

(21 

(31 

(11 

2 

t.__.，J 

(41 

(略図)

(図 |掛衿! 衿 I i 
左A i 左前身~I 叫妊ー[ 右柾 |右後身頃 i
i← 3 2 6 cm →伶 266cm 一号

汁由| 袖
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別図表
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裾模様大島紬の加工試験(5) 

子友富トミエ・得沢実・宮林森

/ " 
)ー)

大島紬は，高級ふだん着，おしゃれ着としての用途が，主流であり公式の場憶は着用され ) 

ないという慣習があり，己れを改善して大島紬の多様化と需用の拡大を図る。

的百

試験方法

設

2 

d 

計

ilI& 幅 4 1. 9 C1IJ 

密 度 経糸 1 cm閲 3 1本

緯糸 " 2 8本

試料糸 l総 4 01}付 (2与00m) 

~項~目~、、人~種¥別 経 緋 輩亀 餅

品 数 4' 3品
8 1 ~本L一一

紡糸抱合締本数 1.6.'): ， 1 2 
耕締筏密度 1 4 ':1[ 1 5. 5 ~草
獲 経 長 15.511l 1 6.0 m 
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(2) 緋締加工法

経緋は回し締めとし，縮みを3%として墨付けを行い，緯緋は交代締めとした。

(3)染色

合成染料 緋糸白色。 地糸 青色。

(4) 製織

A法

B法

経緋糸のみを板巻きする。

経新糸および緋用と同じ配列になる地経糸を板巻きする。

3 結果と考察

(1) 締加工法について

加工反数が少ないと帯締めができないので複雑になる。経緋は織縮みを 3%みて加工寸

法を決めたが地空部分の織り縮み結果は4.5%前後であり今後検討を要する。(JJij図表)

(2) 染色法について

緋糸の地空部分iζ若干の毛羽が発生したが，乙れは染色の際，緋建部分1<::地空部分が岸

擦されてできたものと恩われるので染色操作を無理しないよう注意を要する。

(3) 製織性について

地空部分が長いので筋引きが生じた。特1<::模様近くの筋引きが目立った。 A法よりB法

が筋引きは少ない。製織は経緋糸と地経糸の張力のパランスが一番大切である。
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(6) 玉糸による男物大島紬の試作

宮沢トミエ・得富友子・池之平 岡目

1 目的

玉糸を使用し昭和初期の男物大島紬を試作して製品の多様化を図る。

2 試験方法

i JlL経決は本!絹永iを使い待糸11:玉糸を使用する。
121 経緯糸とも玉糸を使用する。

3.設計

.111筏樋 40棚

121 密 度 経糸 L四間 2 6本

緯糸 " " 
，131 試料糸 1絃 45 9付 25 00 m 

(4) 緋糸抱合数 1 6本

(5) 耕締筏密度 1 3算

4. 染 色

合成染料染色

5. 結果と考察

11) 2 -11)は極緋調整は容易であるが綿糸の織り込みは玉糸の繊度斑のため横段が生じ緋合

せに無理があるので紋度の太い部分を除去して織らなければならない。

121 2 -12)は経糸色EE糸を佼用しているため製織の際毛羽が発生するので無理がある。経糸

の糊付けを阻めにする必要がある。

131 風合は従来と変ったふっくらした味のある地風を出す己とができた。

141 品質試験

νヮ回復率% 間軟皮仇ンチvPI'去〕棚
程別

タテ方向測 タテ方向 ヨコ方向 ヨコ方向

定 2 -(1) 7 3.5 7 4.4 6.0 5.1 

zu 2 -121 7 4.4 7 4.4 6.9 6.9 

(7) 夏大島紬の試作

厚吉
mm 

0.1 7 4 

0.2 1 0 

岸田文司・森 テツ・宮沢トミエ

1.目的

拘糸を使用して植物藍又は合成治料で染色し夏物者尺としての大島紬を試作し製織性，

-12-
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血L合について試験を行う。

2. 設 計

(，'、 (1) 鏡、幅

(2) 密度

(3) 試料糸

(4) 緋糸締抱合数

3. 緋締加工法

(1) 締緩密度

(2) 締め方法

4 染色

(1) 植物産染色

(2) 合成染料染色

5. 結果と考案

(1) 製織性

4'.1. 9 efh 

経 糸

九緯 来

駒 糸

撚 数

強度

伸度

経緯とも

経緋

緯緋

普通締め

1岬閣， 3 1本

" 
l紹、

上撚(左)

、下撚〈自主3

5 4 4 r; 
2 5: 3再

1 6本

1 4算

1 5.5算

'2 8本

3 6 r;付 (2500m) 
1，2 8 4回/1m

1，4 9 2回/1m 

jコ

従来の大島紬原料身、の{申度は約20唖であり， 1 2訓程度製織してから経緋調整を行っ

ている。拘糸は治 25掃であるため従来の緋調整長さでは無理があるので， 6 cm前後が

適当である。従って製紙時制も少じ長くなる。

(3) 品質刻定

~別
y:.ワ回復率#

附軟度J匂ンチ百ν守主三長〉 棚石-1厚 さ叩
制j タテ方向 ヨコ方向 タテ方

定 4 -(1) 7 8.3 7 5.6 7. 2 5.3 0.2 3 2 
ZIJ 
4 -(2) 6 7.2 7 0.6 5.1 5.0 0.1 7 1 

(8) 手紙換の改良

押川文隆・油忠平 岡1

1.目的

経糸が常11:水平に保持されるように千巻部の改良を行い，大島紬の品質と製織能率の向上

13-
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タテ 3 0.3. 2 7 4 . 5 5官7 2 2.0 
30.0 ヨコ 2 7.8 1 1 1 5 457 1 9.9 
. I .，.，. ...， 

f1.テ 3 0.5 300 6 48 5 1 7.2 
3 2.0 ヨコ 2 9. 8 9 6 6 535 2 0.2 

F タテ 3 6.0 298 6 588 2 0.2 
3 4.5 エ但ーヨョー c' L.S' .4'; '0;.1 ，.，..<.， 1 1 4 6 545 1 9.5 

タテ 3 6.5 3 4 4 7 692 24.3 
4 O. U， ヨコ 3 9. 0 1 0 7 7 6 1ιZ 1 8.6 

タテ 4 4.5 2 8'4 8 8. O. 7. 2 1. 4 
4 5. O. ヨコ 4 1. 8 101 B 750 2 1. 7 

1・

. 
注大島紬原料糸の目付撤回は長さ 25 0 0刑を1認とし，その重さによっ 」与
て目付〈繊度)を表わす。

}
一
品

r
 弘、

(11) 植物蓋の発酵状態、別染色試験

丸山武満

1.目的 i) ¥: 

泥護大島紬の;緋模様になる藍色は担物墜を発酵建でした盤液で染色するが，その醗酵状態

別による藍色の色相や竪ろう皮について試験を行う。

2.試験概要

111 試事ト大島紬用 30 IJ付の緯絹糸

121 染色~下記の醗護状態の堕/i!(1ζ上司己試料を各々 56-i題染色し同じ状態で空気竣化して水

洗いする。

戸 131 肢の状g~U

43 0 e入りの盗ガメ 11:，スクモJr[15K~" 泊石灰 1 e。メリケン粉1e。インジゴピ
ユ「ア， 3001J.苛性ソー〆を問えR百 1lを保ちながら広を~~予古せる。

T Eま液の色と泡の状態からみて#分ではないが大件発局したと認められる藍液

ーイ 上記7の提ZIをさちに 8'..._.， 4 日庇g:~を促進させ監液の色や泡の状波及び試Jg)'.IJ!の渚果

】!から十分続降したと認められる蓋j世 (PH10.5") 

9 上記イの謹液で2.5 K"の餅遣を3回染色した後の藍液

ヱ 上言Eず1)堕液でさらに緋惑を染色し 2日閉そのま注放置レた翠液 (PH10) 

オ 上記エの墜液11:苛性ソー〆を加え， .PHを11 ILして 1目立く。

カ 上記才の藍液11:消石灰 1eを加え l日置く。
キ ーと言Eカの藍液50 e に還元i~!j2 0 r;を溶解して加え3時間置く。

)よ与

、
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ク 上記カの藍波5O，el1:インジゴピユー7HJを溶解して加え1日置く。

(41 上記の状態で染色じた糸の色相の調歪

各染色糸を分光光度計で測定した結果(図 1)のグラフのような色相及び濃度11:染色さ

れた。

(51 竪ろう度試験

日本工業規格による試験のほか水洗及び蒸熱処理による試験も併せて試験した。

(図1) 2 νPへ¥

レラ~ ~---- み→タの染色係

二工品長
ト e
ぷ/~;三 f三Jr=e-1ミ~ の染i糸ア

Y/シfO 

ど時
守口Eσ ~ 
染色』 じ少，にdむ戸 Pオ

ト一一

:たて
// ノづ炉二4め主ニー作ヵの
L/ ν?っ~% 

li彬 じタ/ L.. 作キの2}色糸

¥ーEン

t 

400 s 1U 。l1U 'UU 

1 

ー

吸

光

度

。
(!IlIIl)波長

(01 染色糸の竪ろ.う度試験

各染色糸の染色竪ろう度試験結果は次表のとおりである。なお試量生は日本工業規格11:よ

って試験，判定した。

発酵状態別 水洗(5分間) 熱湯試験 摩擦試験 汗試験

アの染色糸 4級 5級 3 級 5級

イ H 5 5 3 5 

ウ H 3 4 2 5 

エ H 4 5 2 3 5 
2 3 オ H 4 5 5 

カ 5 2 3 5 H 4 

キ H 4 5 2-3 5 

ク N 3 -4 5 2 5 

~17一



発酵状態別 日光試験
試ドライ験タリーユ日夕 世蒸熱のd処変理退1色回 護学選E

アの染色糸 4-5級 5級 4-'-5 級 3-4 級

イ " 5 5 4 -5 3-4 

ウ " 4 5 4-5 3-4 

エ " 4 5 .1 -5 3-4 

オ " 4-5 5 4-5 3 

カ " 4 5 4-5 3 -4 

キ." 4 5 4-5 3-4 

タ 4 5 4-5 3 -4 

。

u 

3 インジゴピュー7の補給法の試験

植物産は染色する己とにより育藍分(インジコ'分)が少なくなったり，発酵状態が悪くな

るので，インジコeピュー7を補給して染色する方法がある。

その補給による藍の発酵状態の調五』染色試験世行った。

111 インジゴピュー7200(1を熱湯で溶解して補給する。

121 インジゴピュー72001}とアルコール，苛性ソーダ，ブドウ精及び水をがえ撹持しな

" がら 30分間煮沸溶解して補給する。

4 試験はやh発酵不十分な監液430eK上，~11I ， 121を別々に加え， PHを11 It:調殺しプ

ドウ椅を各々 50 0 (1を加え，藍被'T)混度を 30"C1t:ほちながら 5分間染色し監の発酵状態

と染色f.Iを調査した。その染色糸を分光光皮計で測定した結果(図 2)及び(区j3)のよう

に染色古れた。
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ゲート十一刊

手11

3 -(1)によってイ Yジゴピューアを補給した藍の吸光度(染着比較)

2.0・I .1 I I r 1 r I 

1.5 

0
 
1
 

吸
光
度

(図 2)

L 

L 
o (m市)波長7 。一一一」ー___"

300 400 

(図 3)

，> 
1.5 c、ノ

210 
度

• 

波長、nI
 

一師、nυ 日
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5，結果

(11 染色度及び色相

藍の発酵状態別の染色度は前表のとおりである。発酵の良い藍は植物態特有の艶のある

藍色1<:染色された。

なおPHを高目(11.5)にした輩波及びインジゴピューアを加えた蕗並びに還元剤

を加えた藍波も大体良好な藍色に染色された。

つぎに大量に染色した後の藍被で染色した糸は，，<すんだ藍色1<:染色され，発酵不良命消石

t灰の多い藍は色相も悪い結果が得られた。

(21 染色の竪ろう度

前表のとおり良好な発酵状態の盤液で染色した糸は各試験1<:大体竪ろうであるが

大量に染色した後の藍液や発酵不十分な藍液では特に水洗や摩擦に不堅ろうな結果が得

らj1.た。

(31 インジゴピュー7補給t己主る染色は，上記3-121の方法で補給後 3.4日した隆被が良

い己とがわかった。

6 考察

以上の試験によって植物援染色の色相や竪ろう皮は~の発酵状態によって異なりーひいては

己れが製品の良，否を左右するものと恩われる。

したがって良い染色をするためには，大量に染色した藍や発酵不十分な藍は発酵助期jの補

給.PHの調整，さらにはインジゴ官ューアの補給をなし，気温や藍液の状態にもよるが

4. 5日「自発砕を促し良く発酵した藍で染色する己とが必要である。

また，加工中染色糸を長時間直射日光に晒したり数回蒸熱処理すると藍色が退色する己と

が判明する等植物鷲染色糸の加工法についての拳考資料が得られた。

(12) 抜染応用Kよる草木染大島紬の染色試験

丸山武満・白久秀信・得宮友子

1 目的

従来の草木染大島紬は地色を染色し緋筏様が白色であるが，己れとは逆Iζ，地色が白又は

淡色で緋模様が植物染料による草木染の大島紬を開発する。

2 試験概要

(11 試料~大島紬用 30 l}付総糸

(21 染色法別

7 渋木エキスを 100倍の水で抗!?11し.<:の液の熱波で 1時間設染して乾燥，乙の染色を

さらにもう 1間繰り返し色後泥土=染色してオリープ色に染色する。

-20-
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イ 上記のように溶解した渋木エキスにスオ『の煎尚液を加えた熱波で2図浸染後アル

ミ媒染してオレシジ色11::染色する。

ウ 上記渋木エキスの染抜で 2回浸染した後植物藍で染色してグリ -y色11:染色する.

131緋加工

上記によって染色した糸を各々 2手取(16本抱合〉で整経糊張りして80番ガス綿

糸 5モト締で緋廷を作製する。

(引抜染法

上記アで染色した緋は2Cj/eの諺酸の水溶液で10分閲操作した後水洗しつぎに0.5

Cj/eの苛性ソーダ及び2Cj/eのキレスト， 2 Cj/eのハイ Rロサルヌアイト混合液

7 O'Cで 10分伺抜染して水洗する。

つぎに上記イとウで染色した，緋は札 5Cj/eの苛性ソーダ， 1 cj / eのアラジy，
2Cj/eのハイドロサルファイトの混合液で 10分間抜染した後2Cj/eのカリ石けん
の湿液で 5分間処理して水洗した。

l日、抜染の結果

イで染色した耕は緋締めで防染した部分まち脱色され良い結果は得られなかったが9

7及びウの緋は防染した併の色まで脱色される Eとなく，また，地色の抜染度も実用化

可能な結果が得られた。

161 実用化試験

上記7法で染色し 15目5算で耕加工をし抜染後製品化試験をお乙なった結果，地色は

淡いオリーブ色となり緋模織は濃いオリープ色の製品ができた。

171 製織後の各試験

ア 染色竪ろう度試験

ぷ擦試験|熱湯試験|汗試験|耐光試験

4-5 級

イ Vワ回復率

タテ方向 6 2骨

ウ強度 58 1 cj 

エ増量 0.5骨

3. 結果

ヨコ方向 6 6 % 

伸度 1 5.7% 

5 級

111 植物染料によって抜染が困難なものがあり.また緋締めによって防染した部分まで

脱色される染料があるので実用化に当っては抜染度を試験する必要がある。

t2J 白抜は困難であるが，抜染されない，地色の淡色は草木染特有の色が得られる。

(31 染色の堅ろう度は汗にや h不竪るうであるが他は竪ろうである。

-2:1-
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(4) 風合も従来の泥染製品に近く草木染特有の風合である。

(5) 増最も染色回数が少ないうえに抜染するので殆んど増量し、ない。

(6) 絹糸の脆イビも殆んどない。

己の試験によって白又は淡色の地色に草木染緋模様の大島紬の生産が可能である己と

がわかった。

(13) シヤリンパイ泥染色の耕のひびに関する研究

赤塚嘉寛

1 百h 的

餅の締込み部分に発生する赤ひび，自ひぴ，-:-J晶ひび等は.仕上り製品に大告な影経をおよ

ぼすのでどのような染色条件のときにひびが生じ，そのひびを自由自在に変えられるか等1"

司、ついて試験を行う。

2. 試験概要

ひびとは緋の締込み部分への浸透汚染をいう。ひびの発生にかかわると考えられる要因に

は，糸抱合本数(手取り).締密度，染液濃度，染色温度，染法更新回数，石灰主度，乾燥

温度等があるが，乙こでは染色条件の検討11'重点をおくので，糸抱合本数，綿密j交を一定に

する。石灰古車皮，乾燥温度については予備試験の結果ひびの発生11::影響が小さいと判断した

ので，省略した。

(1) 直公表 L. (27 ) による 3要因2水準の実験

直交表

|事 A B C 

1 2 3 4 

1 1 l 1 

2 1 1 1 2 

3 1 2 2 1 

4 l 2 2 2 

5 2 l 2 l 

6 2 1 2 2 

7 2 2 1 1 

8 2 2 2 
ーみ
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1 l l 

2 2 2 

1 2 2 

2 1 1 

2 1 2 

1 2 1 

2 2 1 

1 1 2 
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要因 水準

A 染色温度 1 2 0 'c 2 1 0 O'C 

B 染液更新回数 1 1 3固 2 2 6回

C 染液濃度 1 0.1 % 2 0.5 % 

染色条件の割付表

示ぞ空 染色温度 染液更新回数 染被浪度

1 2 0 'c 1 3回 0.1 % 

2 2 0 'c l 呂田 0.5 % 

3 2 0 'c 2 6回 0.1冊

4 2 O'C 2 6回 0.5 % 

5 1 0 O'C 1 3図 0.1 % 

6 1 0 O'C 1 3図 0..5唖

7 1 0 O'C 2 6回 0.1 % 

8 1 0 O'C 2 6困 0.5 % 

染色劫料

染抜:カッチ水持軍波70me

石灰:O. 5画s0 en ・ 200me 
餅慈:1枚約 g'}(30'}付経紹糸 16本手取り)

染色時間

2:0'C2分， 1 0 0 'c 1 0分

染色工程
2 $ 4 s 6 7 

染ー 石 一染 ~ - 染一石 染 染 染 一石

染8 染9 10 
11 12 .. 

一染一石一 染ー染 染ー乾
14 15 " Lτ 18 19 20 

染 石一 染 一一染 染 石一 染 染ー 染一 石
21 22 23 ，. 25 26 

染 一染 染ー石一染 『 染一 染 一乾

(注〉染: 併を染液で押さえもみして染色する。但し， 100'C10分の染色は石灰!(よ

る絹糸の脆化を避けるため石灰処理直前の 1，4， 7 ，.10， 13，. 14， 17， 20， 23 

と26の点で煮沸により行った。

石屯 石灰放で押さえもみして処理する。

緋のひびの評価は染色後締ガス糸を解き，水洗して，長緋の部分を470nmに

おいて反射率を測定し，自度評価!(準じて行った。次のとおりであった。
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率

69.5(%) 
6 3.6 
6 7.6 
47.4 
4 1. 1 
34.9 
3 9.0 
2 0.7 

射反A亘
噌
品
。

4
内

Oaaτ
毘

1
U
F
O
n
t
n
o

染液濃度4水準の実験

染色条件の串j付表

(2) 

@ 

u 三ま吋 0.1 % 0.2 % 型b O. 4骨0.3 

常 温 3 2回 z 2 3 4 

( 2 O~) 4' 8回 5 6 7 8 

高 温 3 2回 9 1 0 1 1 12 

( 1 0 0 "C) 4 8回 13 14 15 1 6 」L_ 

カツチ水溶液常温 'i0 me，煮沸400"，$ 
0.4骨soen.200me
l枚約9IJ 
常温2分，煮沸20分

染色材料

染液:

石灰:
緋建:

染色l時間
染色工程

'-0 
一石ー

一石ー

3 

3 

× 

x 

一石一昼

一石ー染

3 

3 

X 

x 

染

田

染

由

一
一
一
一

石

乾

石

乾

一
一
一
一

3 

3 

3 

× 

× 

x 

3 × 

L染〉

染

(染)

染

一石3 石ー染3 

一石ー3 

X 

× 

一石ー3 × 一石ー染3 

染

田

染

回

染

一
一
一
一
一

石

乾

石

乾

石

乾

一
一
一
一
一
一

3 

3 

3 2回

一石ー染

ー石ー染

一石ー染

一石ー染

4 8回

一石ー染×

一石ー染

一石一染

一石ー染

一石ー染

石ー染

染x3 染色を3固くりかえす。

( ) : 染色工程中かっ己笥所は煮沸染色

反射率の測定結果は図1のとおりである。

× 3 × 

染石3 

x 

x 

x 3 x 

(染〉

染

(染)

染×

(染〉

染

3 

3 

3 

× 

× 

× 

3 

3 

x 

ー一回
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0.1 0.2 0.3 0.4 (冊)

染被援度

(31 シャリ Yパイによる実験

染色条件の割付表

C~J 

〉鳴と 5 (e/匂) 4 3 2 1. 2 5 

高、 温 1 2 3 4 5 

常 温 6 7 8 g 10 

染色材料

染液: シャリ Yパイ煎出波，濃度は原木当り採液量。

常温7ome，煮沸40 0 me 
0.4%Soenυ浴比20倍

1枚約 99

常温 2分.煮沸20分

(21の染色工程48回11:同じ，反射率の測定は図 2のとおりである。

石灰:

併進:

染色時間:

染色工程:

-25" 



(図 2)

(例

50 

反 40

射

率
30 

20 

10 

。

--ー

5 

耕のひびの反射率

(ジャリンパイ)

---.. . ~ 

4 . 3 

染被濃度

(4) 市内染色工場11:依頼染色した緋のひびに闘する調査

常温

一叶煮沸

2 1 U/kg) 

市内の染色工腸11:餅廷の染色を依鼠し，依頼lζ応じた 26染色工場の緋について反射

率と主波長を測定した。測定結果は次表のとおりである。

染色工場 反 射 率 主 波 長 色の 系統

1 3 1. 1 (%) 595(nm) オレンジ

2 2 4.9 5 8 0 エロー

3 15.0 582 エローシュオレンジ

4 2 3.5 595 オレンジ

5 33，7 600 レディシュオレンジ

6 2 9.8 6 0 .0 A防

7 2 9.7 584 エローシュオレンジ

8 3 1. 1 584 " 
9 3 4.2 595 オ レ ン 守

10 2 2.7 5 9 5 " 
11 31.1 6 0 0 レディシュオレ Yグ

明 26-

。

'.~ 
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。

L 

(_"ノ

" 

12 2 0.3 5 84' エロ-~.:2:オレ=ユメジ

1-3 2 6.1 5 B 4 " 
14 2 1. 4 、" 5，78 エロー

1，5 3 3.2 600 レディシ品オレンジ

、ー、 16 3 1. 1 5 8 0 エロー

17 3 7.2 5 8 4 エローシュオレンジ

18 3 2.8 595 オレYジ

19 2 8: 0 584 エロ-.y'.:1，;tてνンジ
2'0 3 1. 0・ 58 4 H 

21 2 6.0 595 オレンジ

22，' ":、 2 4.9， 6 0 0 レディジ品生レ'J:/

23 2 8.2 595 オレYジ

24 28.7 5 B 4 エロ--9ιオレンジ

25 1且2 5 8 4 " 
26 24.9 595 オレンジ

3 結 泉

(1) 反射率の測定結果とその分散分担主から.併の締込み部分のひびの発生11:関しては，染

色温度，染被濃度，染液更新回数の順11:影響が大きい。

(2) 常温，高温におけるカッチ染液浪度別の耕染色において，赤ひびの発生には高温染色

(煮沸)が一番効果がある。染被濃度はO.2 qbをζえれば反加率に大きな差はない。

(31 シキリンパイ放による染色においては染色温度が緋のひび発生K大きな影響壱およぽ

す。

(4) 反射率平均値27.7骨，謀準備若 5.2冊であった。染色工場によってトひびの色，ひ

ぴの程度は多種多様であった。

締密度を一定にして染色条件を変化させたとき，緋建締部分のひびの発生K関しては

次のように要約できる。

ア 常温で染被濃度，染被史新回数の何れかあるいは両方を小さくすれば白ひびが出る

場合が多い。

イ 常混で染波濃度，染液更新回数とも大きもすれば黒ひびが出る場合が多い。

ウ 染色温度を高くすると赤ひびが出る場合が多い。

4. 考 察

染色工程の最初の段階と泥染め直後の長初の段階で20分程度煮沸すると容易に赤ひび

が発生する。常温で染液濃度，染主主更新回数が太きいと黒ひびが発生する。ひびが発生す

-27-



るという己とは染液が緋の締部分へ浸透することであるから，赤ひぴや黒ひびが発生したと
r. ~ 

きは染液が締部分へ浸透しているはずである。何故赤ひびになったり黒ひびになったりする

のであろうかJ高温の場合は常温11:比べてタンニンの重合が促進されるために赤褐色に変色

1 七芯い，(のではないかと推泌される。したがって餅の締部分への染被の浸透量は同じ程度で

あっても高温染色と常温染色では発生するひびの色は全く異なってくるのであると考える己

とができる。

白ひびが発生するのは赤ひぴや黒ひびが発生するほど容易ではない。常温で染被濃度や染

被更新回数を小さくすると地色が暴く染まりにくい。黒く染色するためには染波浪度を高く

するか染被更新聞数を大きくせざるを得ないoそうすると締部分が白く残らずに黒ずむ場合o
の方が多い。従って完全な白場を残すには染色条件の変化だけでは不十分であると思われる。

、

L2J 

， 
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(14) シヤリンパイ泥染色隣液の小規模

処理法i乙飴する試険

赤塚嘉覚。操 利一・上原満

L 

1 目的

名淑市の環境保護条例によって， jI!i和53年 9月から汚水処理施設の設置が義務づけられた

が，泥染めの零細業者はほとんどこの設的を備えていなし、。 1日の廃液量500.e前後の小規模
零細業者にとって数百万円の処理純設を建設することは俄には困難である。これに対応するた

め，応急措置として小規模簡易の処理法を検討した。

2 試験概要

• 

「
処理槽

染色廃液

-~ 

に_./J
//7///7//7///77////7 

閣のように， ドラム缶 (200 .e容〉に廃液を移L， これに石灰0.3......0.，5%，硫酸主主土 1.%
高分子凝集弗tlO.3%を順次加えながら彼持して 1夜間静置する。これによって底部には沈殿物

が堆積し，上部には透明な上澄液が吸る。

別のドラム缶の底に直径6叩程度の穴をあけ，栗石を詰めその上に 20 cm厚さほど砂を敷き

E戸過層をつくる。この上に処理摺の上澄液を移し納品するot史いて固形物を1戸過する。
3. 結果

(1) 廃液500.eをドラム缶を使って処理と強過を行う場合，処理槽S個，i戸逃楢S個計6個が
必要である，opのドラム缶6個を設酎るためには面積4vtを突するoこの処理方法に関し
ては昭和53年干月， 8月の 2回にわたって，当産地の染色業者を対象に説習会を聞き説明
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した。

(15) 染色用組田の開発部査

赤塚嘉覚。操利一品。上原満

1 目的 。

大島紬のシャ~ '"バイ泥染色において，どのような状態の泥が最適であるかということは完

全にはわかっていない。泥の中の鉄が水溶液あるいは懸濁液の中にどの程度合まれているのか， i~ 

叉，絹/(tの~~盆を染色するのにどの程度。泥が必要なりかということ等がわかっていない。

これらのことを明らかにするために本年は泥に含まれている欽の量と泥から水へ溶け出す鉄の

量についで調査する。

2 試験概要

(11 泥土の無機分の分析

ァ、試料

主として大島邸内の回聞から採取した泥土を蒸発皿で風乾，乳鉢で磨砕 l問自のふるい

を通過したもの。

イ方法

試料 1gに強塩酸50明2を加え，湯浴上で2-3時間処理， rj戸j邑後 500"，.eに稀釈して
鉄" 7Jレミニウム，カルシウムを目立 170-30原子吸光光度計で様準添加法Lこよって

定量した。残笹はるつぼで焼灼し， Si 0，として計算した。

~五五ト主主:igfoss S iO， Fe ，0， Ae.o. Ca 0 計

阿木名 4.6岡両 8 5.4 0 3.7 1 4. 3 5 0.2 7 98.33 

瀬 網野子 8.82 7 1. 5 5 4. 7 6 4.4 5 5.5 5 9 5. 1 3 

久摂:津 5. 2 3 8 2.5' 8 4.4 8 7: 4 1 0.0 8 9'9: 7 8 

戸
古 志 6.5 3 7 6. 9 1 6.2 1 8. 8 4 0.1 3 9 8. 1 2 

内
久 慈 8.3 8 7 8.5 3 4.3 1 6.3 9 0，2 4 9 7.8 5 

篠 JII 9.'6 5 T 6. 3.0 4.'3 3 5.4 7 0，0 6 95.81 

町 清汀水 : '7. 8 8 7 5: 0 6 3.8 4 6.9 3 1. 7 0 9 5，4 1 

E託 メ日 9，5 6 7 7. 5 0 2.3 8 5.82 0.1 2 95.38 

小平均 7. 5: 8 7 7. 9 7 4.2' 5 6.1 4 1. 0 1 9 6.9 7 

徳之島町 母 間 1.2: 8 7 T 0.6 3 5. 2 7 7. '5 '2 0.2 1 9 '6， 5 0 

和泊町 大 披 2 2.4.3 6.0: 4 3 4.7 2 8.7 6 3.3 0 9 9.6 4 

-30-
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み~丈一 igfoss SiO. Fe， oa Ae:.O， ' CaO 計

竿 需主 1 3.0 5 7 2.6 9 2.7'5〆 1 1. 2 0 0.2 4 9 9，9 3 

知 玉 域 1 4.4:0 6 4.7 5 6. '2'0 9.3 9 4.1 7 9 8. 9 1 

。 名 芦清良 1 5. 1 2 6 '9:8 4 4.40 5. S 2 4.49 99，37 

町 fE1利党 1 2.4'7 6 9.'3 1 5. 2 3 4.6 2 6.84 9 9，0 0 

上平川 1 7. 2 2 5 6.6'3 3.6 9 8.9'0 5.27 9 1. 7 1 

• 小平均 1 4.4 5 6 6.6 4 4.4 5 7..9 3 4.2 0 9 7. 7 8 

L 
岸本池 1 6' 9 1 7 0.2 7 社 98 7..5 3 0.3 8 100.07 

与
広三古里 7 3.5'1 6.2 9 9.3 '6 0.2 4 9 9，4 9 1 O. 0 9 

論
有民 1 5.7 4 6 '7. 0 '6 399 1 0.8 1 O. 6 9 9 8， 2 9 

uf 
朝 戸 1 6.2'9 7 0.6 9 2.2 6 8.37 1. 0' 6 9 8.6 7 

小平均 1 4.7 6 7'0.38 4.3 8 9.0' 2 0.5 9 9 9， 1 3 

その他 久米島 9，9 6 4 '5. 1 5 1 6. 1 6 2 3.0 7 0.2 6 9 4.6 0 

)IJ 上 5.99 7 7. 1'4 2.8'5 1 1.7 4 0.3 0 9 8. 0 2 

笠 1 手花部 8. '7.'0 6 7.1 0 9. 1 1 1 4. 1 3 1. 1 9 100.23 

喜淑相J 9，2 5 7 '2. 2 7 1. 4 3 1. '8 9 0.5 6 85.41 

町 主回主 灘i 1 1. 0 7 6 7.2'1 4.2 7 4.2 9 2.4 5 8 9，2 9 

小平l均 8.7'5 7 0.9 3 4.42 8.0 1 1: 1 3 9 3.2 4 

赤尾木 4.5'7 8 6.3 2 0.8 5 3. 1 9 2.80 9 7.7 3 

倉崎 1 O. 2 9 7 7. 5 4 4. 2話 3.21 0.3 5 8 5. 6 7 

にJ、ノ
竜
屋 入 8.6'5 6 2. 5 8 4. 28 1 4.0'2 0.2 8 8 9.8 1 

郷
嘉渡 1 3. 5 1 7 1. 0 0 4.8 4 5. 6 7 0.0 8 9 5.1 0 

町 相T 1 2. 1 5 7'1.77 5.09 6. I 2 0.0 2 9 8. 1 5 

大 品予 1 3.8 2 7 2.5 0 5.2 6 8.0 8 O. 0 1 9 9"6，7 

久場 3.4 1 8 2. 6 4 4.8 1 5.46 O. 3 8 9 6.7 0 

竜 IJiII 8.9 9 8 5.7 5 2.5 9 4.34 0: 0 7 9 6.7 0 

秋 名 7; 6 4 8 2. 5 3 4.0 2 5. 1 0 0.0 3 9 9:8， 2 

F 口 5.92 82.8，5 3.0 9 6.8 7 0.0 7 9 8.8 0 

‘砂 小平均 8.40 7 1.8 5 8.9 I 6. 2 1 0.4 1 96.11 

名 根瀬i部 1 0.2 8 6 8: 2 2 5.6 4 4'.9 6 1.5 0 9 6.6 0 

t前 有屋 8.99 7 8. 1 6 4. 9 5 I 5.9 9 0.0 4 9 8. I 3 
市 芦花部 4.0 4' 8 4. 1 6 i 4'.7 0 5: 0 3 0.0 1 9 7. 9 4 
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議i--主主 igl'oss SiO 2 FもO. Ae:. 0， CaO 計
首iI 二主 3.0 6 8 4.4 9 4.8 1 4.6 6 0.0 7 9 7. 0 9 

大 古里 6.8 9 8 0.6 2 2.9 0 3. 1 2 2.3 5 95.88 

名 前 勝 2.6 8 8 4.4 2 4.87 4.4 4 0.0 4 9 6.4 5 

瀬 小湊(Il 8. 1 9 78.40 3.4 2 7.4 5 0.8 5 9 8. S 1 

小波 (lll 1 1. 6 1 7 7.8 6 2.4 5 4.5 5 O. 1 5 9 6.6 2 
市
間*;:{パ11 7..7 7 82.44 3. 9 2 5.3 1 0.0 3 9 9.4 7 、品

西{中利III 6.2 7 7 7.98 5. 1 0 6.5 9 0.0 3 9 5. 9 7 

大高 b担 3.9 3 8 1.3 9 5. 1 3 6.1 7 O. 0 1 9 6.6 3 u 
大高間 ι3.8 7 .7. 5 .3 6.3 8 4.6 7 0.2 2 9 7. 1 3 

小平均 6.8 3 7 9.6 3 4.5 2 5.2 4 O. 9 4 9 7. 1 8 

住
山 間 6. 5 6 7 9. 5 9 4. 1. 8 7. 2 1 O. 1 0 9 7. 6 4 

城 4.7 4 8 2.6 4 3.04 5.3 0 0.0 3 95.75 
用
東l仲間 6.7. 6 8 1. 2 1 4.48 5.98 0.0 8 98.5 1 

村
)11 内 6.0 2 8 o. 1 6 5.6 2 3.85 0.0 6 9 5.7 1 

小平均 6..0 2 8 O. 9 0 4.33 5.58 O. 0 6 9 6.9 0 

津名久 3 3.4 3 5 4. 1 2 3. 3 5 5.6 7 O. 2 1 9 6.7 8 

大 大和浜 1 3.0 8 6 7.7 1 12.77 5.86 0.0 3 9 9.4 5 

和
名 音 10.54 7 1. 5 5 1 1. 2 4 5.8 4 O. 1 3 9 9.3 0 

国 直 5.5 0 8 1. 9 1 3.9 4 6.7 9 0.0 5 9 8. 1 9 

村 湯湾釜 1 1. 4 4 7 6.6 4 4.4 6 6.5 6 O. 1 7 9 9.2 7 

志戸勘 1 2.8 9 7 6.0 6 2.8 9 4.5 2 0.1 4 9 6.5 0 

小平均 1，4.4 8 7 1. 3 3 6.44 5. 8 7 0.1 2 9 8.2 4 ¥_--J 
芦 検 9.3 8 7 4.5 3 5.7 3 7. 3 4 O. 1 2 9 7. 1 0 

{ 子
屋 鈍 6..1 2 7 4. 1 9 5.9 9 7. 6 0 0.4 2 9 4.3 2 

佐 念 7. 6 4 6 7.8 3 927 8. 9 6 O. 1 1 9 3.8 1 

検 回 検 7..7 9 75.78 9.4 5 6.7 0 。o2 9 9.7 4 
村
1;: 勝 6.5 0 8 4. 1 7 2.45 4.73 0.0 4 9 7.8 9 

平 国 2 7. 5 6 5 3.6 9 6.9 0 6.1 5 0.1 8 9 4.4 6 

須 古 8.6 6 6 9.5 5 7.7 9 8. 9 0 0.2 7 9 5. 1 7 
2・

|宇 検 4.7 9 7 6.4 2 7. 1 8 7.3 1 O. 1 2 95.82 

部 連 9.7 7 7 8.1 1 3.40 8.0 1 0.0 7 9 9. 3 6 

名柄 7.4 3 78.43 3.7 8 6.4 4 0.0 4 9 6. 1 2 

小平均 9. 5 6 78.27 6. 1 9 7.2 1 0.1 4 9 6.3 8 

総平均 9.4 3 7 4.5 0 4.9 8 6.8 3 O. 8 7. 9 6.9 7 
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c 

乙J

(2) 田砲の水に君事けている鉄の定量

試料: 泥採取の際採取した泥水

方法: 東洋i戸紙胤 6でf戸過後，検量線法により原子以光光度計で定量した。

分析結果

採 取 地 含有量 ‘採

東 制3 間 o. 2 8 4(PHゆ

西 仲 間 O. 4 4 4 

ιl 問 O. 1 5 0 

1録 ~IJ O. 0 8 1 

清 水 O. 2 2 5 

篠 11[ O. 3 7 2 

西 イ中 勝 O. 0 5 0 

安 勝 O. 7 0 0 

屯 O. 0 .4 3 

蓑ー 抑l O. 2 0 0 

喜 泌I 有甘 。‘ 185

手 :fB 部 O. 3 5 7 

)11 上 O. 2 0 2 

笠 矛Ij 1. 5 3 0 

辺 留 O. 5 0 3 

赤 尾 木 O. 0 1 0 

トi 崎 O. 2 0 2 

入 2. 8 5 2 

(31 泥土から水への欽の溶解

ア 水の稀釈倍率の影容

戸

大

久

大

相3

芦

秋

竜

勝

生

甜l

屋

芦

名

回

J{記 北山 含有量

口 O. 1 6 2(PFl¥の

勝 o. 9 0 4 

場 O. 7 8 2 

白日 O. 3 4 0 

JIJf O. 3 9 6 

花 首官 O. 7 6 4 

名 O. . 1 0 .0 

主事 O. 7 6 2 

浦 O. 1 7. 6 

又 1. 8 3 3 

出F O. 4 5 6 

淀ー民 O. 2 5 2 

鈍 O. 1 3 O. 

検 1. 5 6 0 

柄 2. 1 2 0 

検 ~~!_6_~一一一

平均 O. 5 9 7 

試料: 浦上で採取した泥土を蒸発血で瓜乾乳鉢でw砕， 1問自のふるいを通過した
もの。

方法: 泥土試料に水を加えて低伴L，東洋t戸紙屈 6の8枚重ねで直ちにf戸過L，検

量線法により原子吸光光度計で定量した。

定量結果は(図 1)のとおりであった。
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0.4 

(本の稀穏倍率の影響)

レ/1~ 
/ 、¥ト¥

一
ーーーーー一ー

， 

図1

(ppm) 0.5 

溶
解
度

0.3 

。

日冒

¥____) 
。

50 

水の稀釈倍率

100 (倍)

イ 緩街液民よるPHの影響

試料 7のとおり(以下問じ〉

方法: 滋化カリウム，塩綾，フタノレ殴水素カリウム， !]:/酸二水素カリウム，ホウ殴

水E変化ナトリウムによって緩衡液をつくり，泥土試料 19に20meを加えて撹
伴. 2時前後に?戸;g，-し，アのとおり定量した(以下定量法同じ〉。

定量結果は(図 2.)のとおりであった。

図2 1 

溶
解
度

PH緩衝液の影響

(pp 

"-0 

冨

。 -弓 3・。
5 10 (PH) 

ウ磁の影響 • .;. 

方法: 泥土試料19に民主 20meを加えて甥伴. 1時間半後にt戸過し，鉄を定量Lt.己。
定量結果は(図 3~7) のとおりであった。
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(ppm) 
図a 40 塩酸の影響

3剖

鉄
の
溶
解
度

。
20 

• 
10 

主o(毛咋IQ

¥.....__; 

E o. 。

20 

鉄
の
溶
解
度

〈モJレ/¥.-)1 。0:6 
H，SGl. 
-・ー→一一ー

0.4 

硝酸の影古車

0~2 

10 

。
ー「。

図5(ppm; C~) 
30 

鉄
の
溶
解
度

-ー

(モル/L)0.' 。基 o.
HN03濃度
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酢酸の影鮮 レ/
/ 

レ/
レ/
y 

/ 
ドー

レ/
y 
トペ 1 

4 

3 

2 

1 

5 

ωp吟
図e

欽
の
溶
解
度

1.0 (司I{/l)

1，.-

1車駿の影縫

ト

ムーー
0.2 日4 u.o 0.8 。

0.8 0.4 0.6 

CH. COOH濃度

0.2 
。。

(ppm 
30 

鉄刊
の M ・

重
度

10 

図7

。。
(毛げL)\_.~ 結

以上の意思験結果を総括すると次のようになる。

泥に含まれる鉄分は平均5%である。

泥田の水に含まれる鉄分は平均0.6ppmである。

水による稀釈20倍のとき泥から水への鉄の溶解は最大になる。

たとえば酢践を加えることによって泥から水への鉄の溶解を詞節できる。

日.c.O，濃度
来8 

(1) 

(2) 

(3) 

， 

適当なfd.

考

以上のことから次のようなことが推測される。

1 9の泥染糸は2.44%1の鉄分を含み. l注 1)泥は5%の鉄分を含むので，犯の中町役

分をすべて主色色に使うことができるとすると. 1 9の糸を染色するのに0.488gの泥が必

祭

(4) 

(1) 

4 
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(2) しかし. 1 gの泥から水へ溶け出す飲の量は0.6ppm程度であるから. 1回の泥もみ，

ふりつけで染色を完了させようとすれば28 k.の泥が必要である。

(3) 現実には泥の中でのもみこみ，ふりつけは 1.00 0回ぐらい操作されるから， 289の泥が

あれば 1gの糸を染色できるのではないかと考える。

(4) 次に酢酸のような有機政を使うことによって泥から水への鉄の溶解度を調節できるわけで

あるが，このことによって，染色に最適の鉄泌度を決めることが可能になる。こり之とは，

a 一定品質の染色糸を得るための染色用泥土の管理由:容易になることを意味する。

L 

しノ

省d

〈注 1) 当所昭和51年度業;fy;報告書 P 3 0 

1 目的

(1 6) 泥染田の手入れと泥土の

染色性り劇係K闘する試験

西 決造

泥回に指物の楽， メロケY粉，硫み号車 1鉄等を混合じて染色することにより染着が良〈なる

が，このよう犯人工的に染着を良好にした泥田での染色lが泥蕗耕部分抜染に及ばす影響を調べ

る。

2 試験概要

(1) 人工的に加工してない泥で染色する。

(2) 泥にフカの木の葉を混合して染色する。

7 泥土7kgに水3f!を混合した泥水にフカの木の葉 300gを混合して水面が茶色になった

時，この泥土で染色する。

イ アの方法で水面の茶色が消えた時染色する。

ウ 7の方法で水面の茶色が消えてから 3ヶ月経過した時染色する。

(3) 泥にメリケ';/1.扮を混合して染色する。

7 泥土 7"9に水3f!を混合した泥水にメリケン粉60 gを混合Lて水面が茶色になった時
染色する。

イ ァの方法で水面の茶色が消えた時染色する。

ウ アの方法で水面の茶色が消えてから3ヶ月経過した時染色する。

(4) 硫政第 1鉄の 2J百溶液で染色する。

(5) 泥土の分析

(6) 泥監緋め部分主主染

水IT~ナトリウム 0.1%，アミラヂ'y0.2 %.ハイドロサノレファイトA=;/ク0.2%，
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8 O.Cの溶液で主主染した。

171 摩擦竪ろう度試験

摩擦試験機I型で乾摩擦急激を行った。

181 増量の測定

191 タンニ Y含有量の測定

過マ YガY殴カリ法による定量分析

側染色試験

染色は大島紬用絹糸，自緋及び藍先染餅を次の方法で染色した。

ア総糸染色

シヤリyバイの熱液で6回，常I!l液で20回，石灰液で5回，泥土で8回染色する〈大

島紬のシヤリンパイ染色法)

イ 緋染色法

白緋i'!i;，藍先染耕廷は次のように染色した。 Vヤリ Yバイ常温液で 60回，熱液で 1回

石灰で 18回，泥土で4回染色〈大島紬のシヤリンパイ染色法〕

8 試験及び分析結果

明て
111 (21ー7 (21ーイ 121ーウ | 

普通の泥
フカの木の葉を混 フカの木の葉を混 フカの裂を混合

令し波面が茶色に 合し波面の茶色が し茶色が消えて

なった時点 消えた時点、 sヶ月後の泥

白緋の泥

染後のヒピ
やふ赤ヒピ 白ヒピ 白ヒピ やふ赤ヒピ

草E緋泥染後のヒピ

普 通 普 通 普 通 t 普 通

泥藍抜染による地 地色の部分が変返 地色の部分があ且 地色の部分が変退 地色の部分が変

色の変色 色用Fνースケーノレ 色用グレーλケーノレ 色用グい-;<.，ケーザレ 退色舟グい-;<.ケ

4級程度脱落 8級程度脱落 S級程度脱落 吋レ4級U観脱落l
白緋の摩擦 s g 8 8 

泥藍緋の摩擦 s 3 8 8 

泥瑳按染後の摩擦 2 2 2 2 

地糸の摩擦 s 8 8 8 
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地糸の増量 5 0.7% 49.2% 5 !. 5 % 5 O~ 0:% 
ー .， 

シヤリ yバイ液の 0.2301% .0.2.3.01% 0.2301% 0.2 3 0 '1 % 

タYニY含有量

泥土の成分

Fe02 2.6760% 3.1220% 2.8544% 2.8544% 

AeO， 4.2524% 4.2524% 5.1972% 5.1972，% 

9 CaO 0.3 5 0，0%  0.-3325% 0.，4 2 0 0 % 0.3500% 

SiO， 79.6000% 80.4800% 77.4300% 7 9.4'6 0 0 % 

L 有以分 8.77 7 0 % il0.7784% 10.0709% |126618% 

!守理問ア (31ーゥ |他
メリケン粉混合 メリケY粉摂合 メリヶν粉混合 硫隊第1鉄2%

液面が茶色になっ 液腐の茶色が消え 茶色が消えて8ケ

た時点 た時点 月後の泥 溶液

白剤Fの泥 やや緋汚染

染後のヒピ 白ヒピ 白ヒピ やふ赤ヒピ オレYジ味の

ヒピ

藍緋の泥染 緋が汚染された

後のヒピ 普 通 普 逓 まz仇. 通 線ヒピ

泥藍緋の地色の 地色の部分が変退 地色の部分が変退 地色の部分が変退 地色の部分が変

に_，.J 変色 色用グレースケ吋レ 色用;>'1/-スケーザレ 色用グレーλケーノレ 退色用グレースケ

2級程度に脱落 2級程度に脱落 4級程度に脱落 ール1級程度脱瑠

白耕のl宗主謀 2 s s 2 

盟主緋の摩擦 s B 8 E 

泥滋抜染後の摩擦 z 2 z 1-2 

地糸の摩擦 s g 3 -4 ~ s 
Q 

地糸の増量 5 0.7% 46.7% 4 1. 4 .96' '5.7.1% 

シヤリ γバイ液の 0.2301% 

タ:r~ :r含有量
0.2 3 0 1 % 0.2301% 0.-2 3 0 1 % 
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泥土の成分

Feo， 2.9436% 2.9436% 2.8544% 

At:O， 5.6 7 0 0 % 4，7248者 4.25 24箔

CaO 0.3150% 0.3150必 0.3850% 

S i 0， 77.8500% 7 9.4 1 0 0彪 80.8600% 

有機分 9.4241% 9.1817% 9.7109% • 

4 考察

(1) 7カの木の葉やメリケン粉を趨合した後，泥土水面カ漆色になっている百品と由主水面の茶と

色が消えてすぐの泥又は硫酸第1鉄熔披での染色は染着は良好であるが泥態依染により，

地空部分の地色が脱港する。

(2) 入閣に加工してない柁とが勘畑の茶色がl批て3ヶ月経過した泥は，雌臓にお ¥..___) 

いて大体盛ろうであった。 ιの乙とから泥の染着が良いと泥藍抜染I[不竪ろうになるという

ιとができる。
(3) 抜染した緋は抜染前の染色より摩擦竪ろう度はやh不竪ろうになる。

(4) .7カの木の葉，あるいはメリケン紛を混合した花も加工していない泥も泥土の成分になん

ら変化はなかった。

(17)仕上剤の通量試臨
西 決造

1.目的

夫島紬用仕上海jとして近年各種助剤が市販され操界で使用されている杭己の適量を調べ業界

の参考に資する。

2. 試験概要

(1 )試料

3 0 g付大島紬の地経糸並びI[地緯糸についてシヤFンパイ染色した糸を下記により試験

した。

(2) 仕上処理試験 '--0 
ア経糸の処理

経糸は大島紬I[適する湖付げをして製織するので，仕上剤オリーブ油STS，ライトシ

リコンM807 S，パスランF '/JレゾールLSのそれぞれ" 0.5 %， 1 %， 1. 5需品 2% 
3%溶液と溶解した71リを混合して糊付け抱擁した。

イ 緯糸の処理

緯糸は湖付ηするEとなく，製織するので仕上舟jオリープ油STS; ライトシリコ :/M

807S，パスランF'/Jレゾ吋レLSをそれぞれ， 0.5%， 1自民1.5弘 2%の溶液で処理した。 U

ウ ライトシリコンM807 S，ソルゾールLS，パスランFKオリープ油STSを; 0.1 

先;， 0.3%， 0.5%溶液を混合して処躍した。

(3) 摩擦竪ろうと試験

摩擦竪ろう度試験機E型マ乾摩擦試鹸を行った。

(4) 柔軟疫の測定

大島紬用地糸としての適否について当所技術職員の感般によって判定した。
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• 11 1:S% 

乙)
11 2.0% 

11 3.0% 

ソル')-，;_)札SO.5%

11 1.09百

11、 1.5% 

11 2.0%1 

11 3.0% 

パスラン FO.5%

1.0% 

1.5% 

2.0% 

トーハ 品̂n/ 
C~) -，~"邑 w • 

Q 

地経

Hi盈

S級

3-4級 犯軟とE性U及I:.lUV_びノ滑ア!<~り、がリE良.τい，.， 引ミ

S級
Q. 5 ~詰搭液より風合，梁
軟性及び滑りが良い

3級

2-耳激 11 

2品t

3-4級

8級

S級

8級

， ，.， u山山"，-.r-_'_'_…一一~，... ， 
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¥仕上¥刻IE~オリー孔ブ油 験 名
混合別----

摩擦竪ろう度 霊長 軟 性!

ライトシリコンM807 S 1% 処理前より柔軟性がある。色Kわず

オリーブ油 ST S 0.1 % 
S級

か深味がt留す

ライトシリコンM807S 1% 
8級 " オリーブ油 STSO.3%

ライトシリヨンM8'0 7 S 1% 
2 - 3級 " オリー 7‘油 S，TSO.5%

ソルゾール L S 1 J百 処理前より柔軟性がある。
S紘

オリーブ、油 ST S 0.1 % 色はわずか深味が増す。

ソルゾール L S 1% 
2 - 3級 H 

オリーブ泊 ST S 0.3 % 

ソルゾー Jレ L S 1% 
2 - 3級 " オリ-''j'irI1STSO，5%

ノマ ス フ ス F 1% 処恕IÌH より風合い柔軟性，並びI~滑

ソルゾ Jレ L S 0.1 J百
3 - 4 K.世

りが良く，色1<::わずか探味みが増す。

" ス ラ :ノ F 1% B級 " ソルゾー Jレ L S 0.3% 

ノ守 ス ラ ン F 1% 
2 -. 3車2t! " ソルゾール L S 0.5 % 

4 考 察

(1) 仕上剤は使用量が多くなる I~t， たがって是正路竪ろう度が不竪ろうになるOJで仕上剤は 0.5

~ 1. 5%溶液程度が適量である。

(2) パスランF;ライトシリコンM807S使用量が多くなると柔軟性も増してえる。パスラ

ンFとライ bシリヨンM80 7 Sは性質も似ているようである。

(3) ソルゾールLSは使用量を楢してもある一定以上は柔色、かくはならないがふっくらとした

感じの柔軟性があ品。一

仏ω)ライト乙シイリコンlVl807，パスランF，ソJルレゾ一JルレLSI比ζ2主t主t一D一ブ油を 0，{-0.3虫%溶液
陀混合して使用した方が色に深みがあるようである。
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(18 ) 植物藍κよる濃色染糸の摩擦堅ろう度増進
及び柔軟処理試験

西 決造

1 目的

、植物量互の染色による摩捺竪ろう度増進法について，陥和52年度K研究された資料を基礎に

して，摩擦竪ろう度増進剤と仕上剤の組合せによる摩擦監ろう度と柔軟性の変化や，処理後の

熱処理や湯通しによるi車線監ろう度と柔軟性白変化を調べる。

2 鼠験紙製

(1). 8 0 g付経訴え緯糸を徳物産で紺色K染色し下記山首廊{を行う。

(2) A主主主竪ろう度増進処理試験

ア経糸の処理

(オファインガードD50 1009/ムライトシリコン1vI807S1009/eK大

島紬11:適する粘皮Kフノリを混合した液で(1)で染色した経糸告処理する。

(ィ) ファインガードD50 100.g/e。ソルゾールLSIO.Og〆eK大島紬11:適す
る粘皮11:フ Jリを混合した波で(1)で染色した経糸を担躍する。

4 綜糸由処理

(7) ファインガードD50.1009/e。ライトンリコンM807S10og/eωt昆

合液で(1).で染色した緯糸を処理する。

(狩後処理試験

ア 経糸?緯糸の降旗監ろう皮泊進処型後 9O"Cの獄風で 20分|剖処迦する。

イ 経糸，総糸の騨長女盗ろう度地進処陸後 90'Cの乾凪で 20分|白処理し水洗する。

ウ 経糸，枠糸の単車民局長ろう良増進処理後40 'Co.)温湯で 20分偽処理してアイロンがけを

する。

(4) 摩擦邑ろう皮訊験

摩族監王ろう皮試厳搬 11担で乾勝擦試験在行った。

(5) 柔軟皮の1I1iJ定

大島紬白地否について当所技術職員の蝕感によって判定した0

8 試験結果

掴』 ，、‘

、後\処唱理詩型ぷ別猷~蝕、腹~k1*~~~ーァ， (3)ーウ法で処理 (2X'"ヂ ，.t)争アー付)法で処理
出詳擦皇生ろう皮 柔 軟 度 員者除量まろう皮 書長 軟 度

未処理 4 やや監い騒があるが製品 2 やや自色い感がするが製品
11:特11:支障はない 民俗11:支障はない

(8)-:;7法で処理 8-4 上に記かとさ似っていた感るがじわずか
い である

2 上記と似ているがわずか
11:かきついた感じがする

(3)ーイ法で抱軍基 8-4 11 2 11 

件ウ法で処理| 8 やや箆い磁があるが製品 2 やや監い段、があるが製品
に特区支障はない に特に支障はとfい
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(2) 緯来

ト¥ (2)ーイ， (3)ーウ法で処理 (2)ーイ， (2)ーアー(ィ〉法で処理

倒命¥ 里見; 度 i摩擦竪ろう度 柔 摩擦堅ろう度 柔 軟 合度

未処理 3-4 わずかに堅い感がある 2-8 わずかit怪いぶかある
上記よりかきついた感

2 
上記よりがきついた感

{司}ーア詰~:9処現 2-3 がある、:~'， " ¥ 古5ある

(3)ーイ法で処理 2-3 11 2 H 

宋処理よりわずか柔軟
2 

未処理よ~;:わずか柔軟
(R)ーウ法で処理 2 -3 性がある 注がぬLる

ι九!

4 考察

(1y 摩擦堅ろう度場進剤フプインガードD50と仕上剤の組合せは予イトシリコンMS07S

を使用した方が摩擦は竪ろうになり。ソルゾールとの組合わせは摩擦竪ろう度の向土にあま

り効果はないようである。

(2) 柔軟性においてはライトシリコンM807SもソルゾールLSも変らない。

(8) r，<t'~竪5 う4停泊進剤A辺後乾熱処河や湯通しは摩誌が不量ろうになる。

(19 )シヤリンパイ l友採後の時日経過別染色試験

西 決造

L 目的

本試験は昭和 52年度冬季1<:行ったが本年度は夏季について行う。

Z 試験概要

試験はシヤリンパイ採取後由時日，経過別による影響，特1<:世ンニンの含有主主， 312若性，泥

藍抜染，静?の汚染，ヰ降捺竪ろ5皮について行った。

(1) シヤ')，シバイの伐採及び染色試験

，~ヤ Jリンパイは同一地帯K自生してし\る同じ太さのシヤリンパイ 4 0，勾を伐採l~~').ζ れを

'4'等分bτ 1.0kgずつ下記の時日経過~tll<:討験した。

ア伐採直後煎出 イ 2 0日後煎出 ' ウ 4 6，日後煎出 2ゴ

エ 6'0日:後煎出

(2)煎出液

シヤリンパイ 1Okql<:2 0 9の炭酸ソーダを加えて8時間煎出し， 2 5 g由染液を採取し

て試験に供した。
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(3) タンニン践の含有量測定

過マンガン酸カリ法による定量分析

(4) 染色試験

染色は時日経過別IC煎出した染阪で大島紬用白綿糸及び白緋蕗並びに他物藍染色糸及び他物

藍先染耕廷を染色した。

ア緋染色法

白緋誕，監主先染緋廷は次の大島紬νヤリンパイ染色法によって染色した。

シヤリンパイの常温液で60回，熱波で l回，石灰で 18回，泥土で4回染色

イ紹、糸染色法

白綿糸及び組物産染色糸は次の大島紬νヤリンパイ染色法によって染色したシヤリンパ

イ液の熱波で5同 常温i夜で 15回，石灰液で4回，泥土で2回染色

(5) 鮮齢E邑ろう度試験

染色糸について摩擦試験総 l裂で乾摩捺誌験を行った。

(6) 増量の測定

(7) 泥監部?の部分抜染

水酸化ナトリウム 0.1%，アミラヂン O.2 ~百，ハイドロサルファイトAコンク 0.2 %OJ 

8 O.C主主液で抜染を行った。

S 急験結果

道Fを1伐採直後 2 0日後 4 0日後 6 0日後 l
タンニ ν含有量 0.5 3 % 0.4 2 % O. 3 6 ~百 0.84351 

糸/li路盤ろう度 s z 3 3 - 4 

餅摩擦竪ろう度 2 - 3 2 s 8 

i目 量 8 9. 0 % 6 4.8% 5 8.5% 4 8.4% 

緋の汚染度 なし なし なし なし

泥監抜変化染後の地 変化なし 変化なし 変化なし 変化なし
色の

冬の北季エ持OJ制乙み渇リ妙ンポ寧イ 。% 5.5% S 3.3 % 

夏の季タンのニシンヤO.)!リ威ン少パ率イ 2 O. 9 % S 2.3% I <1 5，2干%
」一一一一 一

R
U
 

A
O
 



4 考察

(1) シヤリンパイは伐採直後煎出した方がタンニン酸の含有量や染着も良しシヤリンパイ採

取後時闘が経過するに従ってタンユン酸の含有量も染着度も序々に劣り，特11:夏期は冬期よ

りも減少率が大きい。

タンニン酸の含有量は時日経過とともに減少するが摩擦竪ろう度は向上しているようであ

る。 Eれは染着皮が低くなるためである。

(2) 増量は伐採直後が多く時日経過とともに増設は少なくなっている。乙れはタンニンの合有

f立がシヤリンパイ伐採後時日経過とともK少t.tくなっているからと思われる紛の汚染につい

ては伐採直後色 60日後の染液もそう変化はないようである。

(3) 冬季ωシヤリンパイは 1ヶ月以内ならタンニン含有量の変化は殆んど無いが夏季はシヤリ

ンパイ伐採20日後にタンニン磁の含有量が20%も減少する白で伐採後時日が経過したシ

ヤリンパイを使用する時はシヤリンパイ液0)採取量を勘案して染色するEとが必要である。

(20) 植物染料の汗κ対する堅るう度試験

操 利一

1.目的

一般的に植物染料で染色したものは汗に対する竪ろう度が弱いとされているが，これらの原l

因を究明し大島紬ω品質ω|向上をはかる。

2 試験概要

(1) 染色試料

カッチ液

(2) 染色方法

染液x4 2回 石灰x1 2回

乾燥x3回 媒染xB図 熱液処理x1図

ア 染色液をそれぞれ0.:1 %" O. 5 %， .1 %" 3男6，'6%0.)各水浴液としt染色した。

イ 石灰液をそれぞれO.1 %， o. 5' %. 1 J百. 3%， 6%0.)各水溶液として染色した。

(o) 試料，大島紬用白絹糸の 30 g付経糸を使用した。

(4)汗K対する竪ろう度試験

(5) 判定は，平沼反射計 SP-31t:よ h反射率を求酌それぞれの反射率により判定した。

8. 試験結果

(1) 石灰量の憎加により，汗応対する~ろう度の変退色は 0.1 %から1.5 %までは良《なるが

0.5%を境にして序々に怒くなった。己の結果をC図'1.) It:示す。
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(図 1) 

5苛
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汗
IC 
対す 3 ' 

る
箆ろ 2 -

う
度 1-

百1
1 2 3 4 5 6 

石灰液濃度 % 

但)石灰量を一定tζし， 332色液の濃度を変えて染色すると竪ろう皮は，染色の濃度がi曽加する

につれ変退色は 0.1"-0.5%程度まで良くなるが0.5%をすぎると思くなり，また， さらに

。)汚染は，石灰量ω増加に比例して訟くなる。また，染色液について色濃伎の地加によって

惑くなる。しかし， 3%を境にして良くなった。結巣を(凶3). (悩4)に示す。
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(図 3) (図4) 

5..m 
石灰量 5i荷 染色液

汗ヤ 汗 4i._ー・ e 

11: 11: 

対す 3 字3
る る

竪 2 竪 2 
ろ o 皮つ 1 Il!' 1 

日| 1 主 4 5 6 4 8 8骨3 2 3 
石灰液濃度 染色液濃度

(4) 染若濃度や焔量が大きいと汚染は恋くまた反対に小さいと良くなった。結果を(函5)に

示す。

(図 5) 

5 

A

-

n

a

n

'

u

 

汗
に
対
す
る
竪
ろ
う
皮 "-0 
1 

】、

。
10 20 30 40 50 60 

増量 唖
3 

4 考察

(1) ζれらの結果から染色液の濃度と石灰量の闘係は，滋皮が低い場合は石灰ω;量を少なくし

て使用し，また反対に高い場合は量を多〈しt使用ずる。

(2) 培量と汗試験との樹係も増量が大きいほど汚染由佳ろう度が低くなった。

(3) 今後さらに染色時間やもみ込み，染色液のPHなどの変化による試験が必要である。

.;‘ 
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(21) シヤリンバイ煎出液の性質κついての試験

上原 満

1 目的

シヤリンパイ煎出液の含有成分の性質を明らかにし，その結果をνヤリンパイ染色糸の諸堅

牢度の改良，煎出i庄の管理，及び廃液の再生法等に応用する。

E 試験概要

(1) 高速被クロによる分析及び染色糸の増量試験

ii1{出液を以下山6通りの方法で煎出し，それを高速液タロで分析すると共It:，実際に糸を

染色してその地盤を測定した。

ア 煎出条件(シヤリンパイチップ2kglt:水 5eを加える〉
①煎出前It:1. 0 C C/5 eの波慌取を添加して煎出する。
② 煎出前ILO. 2 CC/5 eの波硫酸を添加して煎出する。
③ 無添加で煎出する。

④煎出]IIJIt:3 9 / 5 eω無水炭酸ナトリウムを添加して煎出する。
⑤煎出前に 10g/5eの無水炭滋ナトリウムを添加して耳百出する。

⑥ ③と同じ条件で煎出した液K3g/5e山知水炭阪ナトリウムを添加する。

イ 抽出時間

加熱を始めてから 6時闘

ウ 高速液クロ 1<::よる分析条件

圧力: 30kq/d， 
溶由民液・ メタノールー水系 (90:10)

カラム KyowA GEL OD5-6013 

検出計: UV検出計(2 5 40m) 

エ染色法

染一石ー染x3一石一染訴 3一石一染x2ー乾

染一石一染x3一石染*3一石一染x2 転-ill己

染一石一染x3一石ー染災 S一石一染x2-乾一自己

「染 j:シヤリンパイ煎出液(浴比 1: S ) 

「石 j:2g/e (浴比 1: 40) 

「泌J: 1 s皆硫酸第一鉄水溶液〈浴比 1: 200) 

「乾 j:50"Cで 80分 9O"Cで30分

(2) 煎出i誕の固有粘度の経時変化測定

シヤリンパイ 600glC1.5eO)水を加えて 6時間加熱煎出する。 ιの時を時間0として，
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以偽煎出溶液の固有粘度由経時変化を測定したかまた，

のような影響を受けるかKついても測定した。

アルカリ添加により固有粘度がどの

測定法

温度25'Cにおいてオストワルド粘度計を用いて測定した。

8. 試験結果

(1) 高速液クロによる分析及び染色糸の培霊の結果

ア 高速液クロによる分析結果

6時間加熱後， 及び染色開始直前〈加熱俸止後.ik夜間放置したもの〉の結果を示す。なお!

⑥については以上のほか民炭殴ナトリウムの添加直後の結果も示す。

① 6時間加熱後 染色閥始直前

② 6時間加熱 一夜間放置

/ 

、'ー
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③ 6時間加熱

@ 6時間加熱後

6時間加熱

⑤ 6時閲加熱

¥ 

一夜間放置

染色開始直前

一夜間放置

倍率

、4

一夜間放置

倍率

シ2

.‘ 
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⑥ N a2 C03
を添加直後 染色開始直前

J倍率

6時間加熱後

1
/
2
 
' 

o 

(2) 固有粘度の経時変化の測定結果

目時間 I48時間
0.083 I 0.1 10 

イ 煎出液!L1%CV/V)峨アンモニア抑制日した恥結果 '-0 
時 間 lアルカリ添加前|アルカリ添加直後い夜間放置後 t

0.055 0.075 0.100 

4 考察

(1). 3ー(1)ーアの結果より，煎出物ω総量は，煎出浴の初めのPHが高いほど，多くなる乙と

がわかる。乙れは，煎出される物質がポリフェノール類を主成分とする骸性物質であるため

と思われる。しかし，煎出物の総震が多い程，染色糸のi目量も大きくなるかというと，必ず

しもそうではなし特定白成分が染着に対し，特に有効であるように思われる。各成分と増

量の関係を調べてみると成分1及び2が相闘をもつことがわかる。すなわち，他の条件が一

定ならば成分， 1， 2が多い程よく染まると考えられる。それは，次の理由ILよる。すなわ

o 

> 
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ち，⑥1止③IC煎出後3U/5.eの無水炭酸ナトリウムを添加したものであり，染色前のPH
は⑥の方が③よりも高かった。 ιの両者此殺すると，染色前の成分 1.， 2の合計濃度は⑥の

方が大きいにもかかわらず，増量は③の方がかなり大きい。乙のζとから，成分 1. 2の波

度だけでなく，染浴のPHICも大きく影響を受けるLとがわかる。また，⑥より明らかなよ

う民アルカリを添加した直後は，成分 1の濃度は，かなり楢加し，残り由成分も少しでは

あるが培えている。 ζの原因はPHが低い時には.'凝析していたものが，アルカリ添加によ

り，解協してくるためと思われる。

(2) 次IC. シヤリンパイ抽出液の国有粘皮であるカら Sー(2)ーアより明らかなように時間と共

に増加していく。己れは，溶液内部で霊合反応が進行している乙とに対応すると忠われる。

また.アルカリを添加した時の間有粘皮の経時変化であるが，添加直後，かなり大きくなる。

乙れは瞬時K重合が進行するのではなく，アルカリ添加により分子が電荷を帯び，丸まった

状態で溶存していた分子市九分子内の電気的反発のた肋，広がった分子百日鑑をとるた肋であ

ろうと考えられる。乙の場合でも，時間と共K固有粘度は増加しているιとがわかる。また，

別の試験結果から抽出液を 16日間，冷正弘田iK保存した後，その固有粘度を測定すると.16 

日間たっても，ほとんど変化しないという結果が符られた。このことから，温度も磁化軍合

促進の要因由 lつになる主恩われる。

(3) 以上のことからシヤリンパイ煎出波は，その内部で常IC重合反応が進行しており，そ自主是

凶として空気及び温度が重要であると増えられる。

7.指導業務等の経過
(11 昭和 53年皮依頼試験

(依矧項目) (件数j

地経，緯糸，撚数ぬ定 2/'牛

錨衿部脆化の原因 1 1/ 

織口文字鑑定，燃り染料鑑定 29" 

緋製法と原料糸の鑑定 4 1/ 

織口文字の品数と構図鋭定 2 1/ 

シヲ回復率測定 1 1/ 

調ト糸強イ申度測定 1 1/ 

染色竪ろう度試験 1 2 1/ 

染色の鑑定 1 5 " 

染料等分析試験 2 4 11 

抜染試験 6 1/ 

言十 9 7件

.，・
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(2) 昭和5B年度受託加工業務

ア 図案の調製配布

1 B算 大柄

1/ 中柄i

1/ 小柄

1 5.5算 大柄

1/ 中柄
4 

計

イ 染色の受託加工
、

色縦抜染

泥藍静f紫染

植物染料染色 " 

S件

4 1/ 

9 1/ 

化学染料染色 8011 

計 46 f牛

(8) 伝習生の養成

1件

1 1/ 

1.:1J 

9 " 

，2 " 

1 4~'十

近年専門技術者の老齢化ゃ労働力の不足等が問題となっているので，中堅技術者を養成し

て本県地場建築の振興を図る。

ア 基礎理論指導方法

で7τァτ-r惹官図案法|機織加工法|原料糸概論

B 0.0 15.0 1 1.0 

イ 科別実習指導

アよ
1.基礎図案の模写調製 2.下書した図案調製

図案科 B.色彩と配色 4課題による考案調製

6考案調製と配色実習 6修了製作

I織物設計法 2図案による緋締

締加工科 8.湖付』華経湖張法 4;特殊耕締法

5緋部分解摺込染色法 6緋仕上法

1.地経糸の巻込法 2経糸のliil列，綴掛法

製紙科
S織っけ法 4経総緋の製織

5経餅糸の針入謝整法 6経糸の張力調整

7その他製織に係る加工実習

1.生糸の精鋭i法 2染料の試験法

8染料の盛ろう度試験法 4緋糸染色法
染色科

5緋の抜染法 6染料OJ調合法と色合せ

7摺込染色法 Bシヤリンパイ及び藍染法
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ウ 科別養成内容

(乃図案科 8名

加染色科 1名

(ウ) 締力日ヱ科 型名
4 、

(エ) 製織科 1 4.名

合計 1 1名

、も
似)業界技術指導等の実施状況

ア 技術相談による指導

に) 耕図案調製及ひa図案設計について 3 6件

原料糸紡締用綿糸について 2 5 " 

緋締，耕加工について 38" 

耕抜け修正法について 8 11 

製品の品質(汚れ，筋引，錐〕について 6 11 

製織技術について 1 2 11 

シヤリンパイ染色につt.，て 6 ，6 11 

植物雌染色について 6 0 11 

泥草壁耕の部分抜染について 5 2 I1 

染色の~ろう度について 4 .8 " 

大島紬の汚点直しについて 39" 

泥藍及び釦染大島i世lの色誕について 3.5 fr 

合成染料0..>染色法について 8 5 " 

植物染料の染色法について 25" 

泥染糸の亜美法について 2 1 ，~ 
¥ __ ._，. .... -ノ

泥染糸0..>毛羽発生原因Ir.ついて l' 9 fi 

泥染糸0..>水洗ソーピングについて l' 3 " 

1胡剤について 5 11 

分析鑑定について 1..511 

4 その他染色について 2 0 -" 

計 578件

c 
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イ 巡回技術指導

名 地域 催|工場
出席者数

称

図案技術指導|笠利町

締加工技術指矧嘉波，浦

実施月日

4/4 

4/22 

担当者 |主

重村|当所I 1件
岸田，重村I" I 3 5名

簡易巡回技術指導|鹿児島 I'.?/9~7/15 

染色巡回技術指導|鹿児島IiV門 /5
製織技術巡回指導|宇様村， 8パ~8/9

一般巡回技術指導|喜界町 18/21~8/2 5 

締加工染色技術指導|笠利町 110/1 9~1 0/2 0 
一般巡回技術指導|名瀬市 110/2 3~1 0/2 7 

染色巡回技術指滋|鹿児島 111/6~11/1 0 
簡易巡回技術指導|竜郷町 111/19~11/17 

染色巡回技術指導|垂 水 11山内 2/1

加工技術指導|鹿児島 112/11~12/1 6 
l姶良，垂水 l

染色巡回技術指瀞|笠利町I1/17~1/18 

宮沢，押1111

子持与会
竺土↓き
岸田，丸山

蒋富，:m干す
西
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官汎押川
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1 7 8名

5件

' 

押川，池之平I. '，. :" 

白久 I If 

4 " 

\.~) 

5 " 

8 " 

8 " 

8 " 

8 " 

15" 

簡易巡回技術指前|知名，和泊 8 " 

町
一
町

界
一
向
了

喜
一
瀬
一

導
一
導
一
導

指
一
指
一
指

島
術
一
術
一
国

技
一
技
一
巡

回
一
回
一

ι

巡
一
巡
一

1

色
一
易
一
加

染
一
筒
一
締

1/29~2/2 I 岸田，得宮
2/門 /8 I 赤塚
2/6~2/10J 押川，得事

2/6~2/9 I 池之平

" 
" 
11 

" 

3 " 

8 " 

6 " 

加工技術巡回指海|笠利町I 2/20 
染色巡回技術指導|竜郷町 12/2門 /23

機械締加工技術巡回指導! " 1 2/2門 /23

染色巡回技術指導l徳之島 12/26~2/2 8 
簡易巡回技術指導!名瀬市I3/円ハ
染色巡回技術指導1 If 1 3/日 /9

H l瀬戸内町 1 9/7~3/8 
" I宇検村I3/1 3~3/14 
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一
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ウ 講習会，研修会，研究発表会等

、.名 称 実施場所 月 日 担当者 主 催 主出E席者場数

昭和52年験度研究 森赤岸林塚田，，， 丸震西l村山
霊式 発表会 l1Il児島市 4/17-4/20 

当 所 98名

機織加工技術講習会 喜子論岡子 5/22吋 5/26 岸田，宮沢 " 24611 
製織技術部習会 徳之烏 7/1 0~7/12 得富 連合会 27511 

染色技術講習会 名謹<<市 7/2..l 丸山，赤塚 " 240/1 

染色技術講習会 首純明I 7/26-7/27，7/官l 丸山 fj " 
1 00" 

締加工技術講習会 l1Il児島市 8/24-8/26 l押 川 " 7011 

製織技術講習会 右手口泊 町 11/20-11/22 森，押川 和泊町 5511 

図案識 習 .:'ilんZ 鹿児島市 12/14-12/16 重村 連合会 7011 

染色技術講習会 " 12/14'""12/16 丸山 " 5011 

締加工技術競習会 笠利，須野 1/17 岸田 " 24" 

大大和島村紬産技業術祭指滋， 務話 太和 J付 1/21 岸田 大和村会商工
160μ 

製織捌説草草民議成研修塗 当 所 1/22-1/25 機総研究員 d 山 所 1911 

大島紬袋詰技術懇談会 " 2/27 各室代表者 " 1411 

昭和53訴年験度研窮築表会 " 3/29 機染色織各幽担築当 " 70" 

エ審査考査等

名 称 場所 月 日 担当者、

技 自E 検 定 試験 鹿児島市 6/26-6/29 丸山 t立能被定協会

大島紬及び染色審査 名泌i市 8/19 染111.丸山，岸田 紬組合

大島紬伝統工芸声認定者査 鹿児島市 9/18-9/21 " 伝産協会

" ‘E 9/20-9/21 丸山 " 
" 名制も笠利 9/25-9/27 岸国 " 
" 名古島市 9/25 9/28 丸山 H 

六富溺f伝統工芸土意地委員会 紬組合 10/11 染川，丸山，岸田 " 
大島紬及び染色審査 紬センター 10/21 染川，丸山，岸田 紬組合

" 赤木名 12/ 2 判I 111 笠利回J

" 補 2 /15 丸山，岸国 竜総同
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8 会議会合等

所 出席者 主 催名 ム称 場 月 日

ー
昭和53年度九州地方工業技術連

博 多 5/ト 5/10 染川 福岡通商産業局
絡会議第 l回場長会議

昭和53年度工技連繊維連合部会 ーム

5/17-5/20 丸山
工技連

東 5ミ
全繊連合部会及ぴ全国繊維工業技術協会会議

昭和53年度九州地方公設試験研
柳 )11 8/9-8/13 有吉 福岡通商産業局

究機関事務連絡会議

工技連西部デザイン部会 押川
全撤連

徳 烏 8/14-8/19 
デザイン分科会

、←

昭和53年度九州地方工業技術連
えびの 9/11-9/15 染川 福岡通商産業局

絡会議第2回場長会議
. -

昭和53年度工業技術連絡会議綿 染川，有吉 繊維専門部会中
名瀬市 10/16-10/17 

丸山，岸田 四国知1i員防当官i部住専門部会中四国九州地方支主総会

昭和53年度工業技術連絡会会誌，
指宿，麗児島 10/17-10/21 染川 級総連合部会

繊維連合部会場長会議

昭和5S年度工技連紘維専門部会 筑紫野 11/13-11/17 霊村，上原 線描住専門部会
中四国九州地方技術委員会

、 d

'占 ω、、

。。Fha 

d
R昌弘
P

V

E

'

¥-J 

"-._j 

、
許

a
E
r
t，


	page-0001
	page-0002
	page-0003
	page-0004
	page-0005
	page-0006
	page-0007
	page-0008
	page-0009
	page-0010
	page-0011
	page-0012
	page-0013
	page-0014
	page-0015
	page-0016
	page-0017
	page-0018
	page-0019
	page-0020
	page-0021
	page-0022
	page-0023
	page-0024
	page-0025
	page-0026
	page-0027
	page-0028
	page-0029
	page-0030
	page-0031
	page-0032
	page-0033
	page-0034
	page-0035
	page-0036
	page-0037
	page-0038
	page-0039
	page-0040
	page-0041
	page-0042
	page-0043
	page-0044
	page-0045
	page-0046
	page-0047
	page-0048
	page-0049
	page-0050
	page-0051
	page-0052
	page-0053
	page-0054
	page-0055
	page-0056
	page-0057
	page-0058
	page-0059

